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全
国
子
ど
も
会
連
合
会
で
は
、「
ひ
な
祭

り
」
の
三
月
三
日
と
「
端
午
の
節
句
」
の
五

月
五
日
を
足
す
と
八
月
八
日
に
な
る
こ
と
か

ら
、
八
月
八
日
を
「
子
ど
も
会
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会
で
は
、

こ
の
「
子
ど
も
会
の
日
」
に
合
わ
せ
て
夏
休

み
期
間
に
社
会
体
験
活
動
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
清
掃
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
子

ど
も
会
が
清
掃
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
暑
い
中
で
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
ゴ

ミ
を
拾
っ
て
集
め
て
い
る
光
景
が
添
え
ら
れ

た
写
真
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。
　

　
子
ど
も
会
活
動
が
緊
急
事
態
宣
言
下
で
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
中
で
、
指
導
者
の
皆
さ

ん
の
熱
意
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　「
い
く
せ
い
九
十
五
号
」
で
は
、
参
加
申

請
頂
い
た
皆
さ
ん
の
活
動
を
す
べ
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
北
区
】

＊
中
津
こ
ど
も
会

【
西
区
】

＊
明
治
小
校
下
子
ど
も
会

【
天
王
寺
区
】

＊
楞
厳
寺
子
ど
も
会

＊
真
田
山
子
供
会

＊
桃
陽
連
合
子
ど
も
会

＊
四
恩
子
ど
も
会

＊
生
魂
子
供
会

＊
五
条
子
ど
も
会

【
旭
区
】

＊
城
北
子
供
会
育
成
連
合
協
議
会

【
住
之
江
区
】

＊
わ
か
ば
子
ど
も
会

＊
新
北
島
　
た
け
の
こ
子
ど
も
会

【
住
吉
区
】

＊
山
一
北
と
ら
の
こ
子
供
会

【
東
住
吉
区
】

＊
今
川
連
合
子
ど
も
会（

　
順
　
不
　
同
　
）

八
月
八
日
子
ど
も
会
の
日
　
清
掃
活
動
報
告

八
月
八
日
子
ど
も
会
の
日
　
清
掃
活
動
報
告

＊暑かったけど、みんなでゴミを集めて楽
しかった。

＊地域の方からも「ありがとう」というお
言葉をいただきやりがいのある清掃活動
となりました。

　この活動を継続出来るようにしていきた
いと思います。

＊朝早くて眠かったけど、昆虫も取れて楽しかった。
＊コロナ禍の中、去年よりたくさんの子どもが参加

してくれました。
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＊いつもゴミ拾いをしてくれているおじさんの
おかげで思ったよりゴミが少なかった。

＊大人も子どもも一緒になってゴミ拾いをする
のは良いことだと思う。

＊地域貢献として、こういう活動も継続すべき

＊どうして、こんなにゴミが捨ててあるんだろうと
思った。

　ゴミ箱がなかったらポケットに入れたり、持って
帰って処分したら良いと思います。

＊地域がきれいになって行くことで社会奉仕をして
いるという意識を持ってくれたように思います。

＊自分たちの町をきれいにするため、ゴミはきちん
とゴミ箱へ捨てないといけないと思った。ゴミ拾
いをしてきれいになると気分もすっきりした。

＊自分たちが排出したゴミをきちんと処理しないと
町が汚くなり、困った状態になるということに子
どもたちが気付くことができた。

＊暑かったが、皆と一緒にゴミ拾いできて良かっ
た。

＊大人数での参加でしたが、六年生にゴミ袋を渡
して中心に取り組んでもらった。

　年少児に声を掛けながら取り組んでいたので成
長が伺えた。

＊今までもゴミを捨てたことはないけど、
これからは落としたりしない様に気を
つけたいです。

＊清掃を通して公共の場がどのような状
態になっているのかを理解する上で良
い機会だったと思います。

＊大きなスコップを使って、みんなで雑
草を掘り起こすのが楽しかったです。

　きれいになってうれしかったです。
＊去年に比べ涼しかったので楽しく活動

できました。

＊思ったよりもたくさんのゴミが落ち
ていました。

＊いつも使っているグラウンドをきれ
いにして、子どもたちのゴミに対し
ての意識が少しでも変わった気がし
ます。

　一生懸命楽しそうに清掃をしていま
した。

＊ゴミはゴミ箱へ
　ポイ捨てしない心が子どもたちの心に根

付いてくれたと思う。
　年に一度ですが活動を継続していきたい。

＊毎年ラジオ体操最終日に
実施しており、子ども会
の社会体験活動として恒
例行事となり良い取り組
みだと思います。
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来
年
度
、
大
阪
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

が
主
催
し
、
大
阪
市
に
て
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、「
指
定
都
市
子
ど
も
会
連

絡
協
議
会
」
っ
て
ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
少
し
こ

こ
で
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
指
定
都
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
の
会
則

に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
に
施
行
し
、

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
発
足
は
昭
和
三
十
九
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
総
則
で
目
的
は
、「
指
定
都
市
子
ど
も
会

の
組
織
・
運
営
・
財
政
な
ど
の
研
究
並
び
に

各
市
子
ど
も
会
の
交
流
を
図
り
、
も
っ
て
地

域
子
ど
も
会
運
営
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　「
本
会
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。
情
報
の
交
換
　
研
修
会

の
開
催
　
そ
の
他
　
」

　「
本
会
の
事
務
所
は
、
会
長
選
出
の
市
に

お
く
。」
と
あ
り
ま
す
。

　
政
令
指
定
都
市
の
中
で
は
、
以
下
の
都
市

が
こ
の
協
議
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
十
一
月
に
福
岡
市
に
て
大
会
が

行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
大
会
見
合
わ
せ
と
な
り
、
令
和
三
年
十
一

月
開
催
に
向
け
て
準
備
し
て
下
さ
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　
で
は
、
大
会
（
育
成
研
究
協
議
会
）
は
ど

の
よ
う
な
内
容
で
開
催
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
第
五
十
五
回
名
古
屋
大
会
、
第
五
十
六
回

神
戸
大
会
の
育
成
研
究
協
議
会
の
報
告
書
か

ら
ど
の
よ
う
な
内
容
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た

か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
は
目
的
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
名
古
屋
大
会
で
は
「
未
来
の
子

ど
も
会
を
考
え
る
時
、
心
豊
か
な
子
ど
も
を

育
む
た
め
に
、
指
導
者
・
育
成
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
何
が
で
き
る
か
を
考
え
議
論
し
て
い
く

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
ど
の
よ
う
な
手

法
が
と
れ
る
か
参
加
者
の
自
由
な
発
想
で
研

究
協
議
を
行
い
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
体
験
活
動
の
場
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
合
っ
た
形
で
展
開
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

子
ど
も
会
の
必
要
性
、
重
要
性
を
広
く
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
神
戸
大
会
で
は
「
少

子
化
時
代
を
迎
え
、
地
域
社
会
で
は
青
少
年

に
お
け
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
今
一
度

子
ど
も
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
魅
力
あ
る

活
動
事
業
を
推
進
し
、
安
心
安
全
な
地
域
社

会
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

図
り
見
守
る
。
ま
た
、
防
災
、
減
災
の
認
識

を
高
め
る
方
策
を
、
全
国
指
定
都
市
の
指
導

者
、
育
成
者
が
一
堂
に
会
し
、
多
様
な
意
見

交
換
し
、
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
体
験
会
や
講

演
会
、
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
会
な
ど
を

企
画
し
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
会
活
動
に
長
年
従
事
し
た

指
導
者
・
育
成
者
の
表
彰
も
あ
り
ま
す
。

　
今
置
か
れ
て
い
る
子
ど
も
会
の
現
状
を
認

識
し
て
、
如
何
に
し
て
活
動
を
活
性
化
す
る

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
課
題
を
共
有
し

て
今
後
の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
か
が
主
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

【
　
第
五
十
六
回
　
神
戸
大
会
　
】

【
　
札
幌
市
　
】

　
公
益
社
団
法
人

　
　
札
幌
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

【
　
仙
台
市
　
】

　
仙
台
市
子
ど
も
会
連
合
会

【
　
相
模
原
市
　
】

　
相
模
原
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

【
　
川
崎
市
　
】

　
一
般
社
団
法
人

　
　
川
崎
市
子
ど
も
会
連
盟

【
　
横
浜
市
　
】

　
横
浜
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

【
　
名
古
屋
市
　
】

　
名
古
屋
市
子
ど
も
会
連
合
会

【
　
大
阪
市
　
】

　
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

【
　
神
戸
市
　
】

　
神
戸
市
子
ど
も
会
連
合
会

【
　
広
島
市
　
】

　
広
島
市
子
ど
も
会
連
合
会

【
　
北
九
州
市
　
】

　
北
九
州
市
子
ど
も
会
連
合
会

【
　
福
岡
市
　
】

　
福
岡
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

【
　
熊
本
市
　
】

　
熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

以
上
、
十
二
都
市
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

指
定
都
市
子
ど
も
会

指
定
都
市
子
ど
も
会

　
連
絡
協
議
会

　
連
絡
協
議
会

っ
て
な
ぁ
～
に
？
？

っ
て
な
ぁ
～
に
？
？
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一
日
目

　
＊
開
会
式

　
＊
表
彰
式

　
＊
記
念
講
演

　
＊
情
報
交
換
会
等
　
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
表
彰
式
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
を
長

年
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰

状
を
、
配
偶
者
の
方
に
感
謝
状
を
、
子
ど
も

会
組
織
・
指
導
者
組
織
に
表
彰
状
を
贈
呈
い

た
し
ま
す
。

二
日
目

　
＊
各
分
科
会

　
＊
発
表
会

　
＊
記
念
講
演

　
＊
閉
会
式

　
各
分
科
会
は
、
一
～
十
程
度
の
様
々
な

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
会
活
動
の
取
り
組
み
、
組
織
づ
く

り
、
指
導
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
、

事
前
に
選
ん
で
参
加
し
ま
す
。

三
日
目

　
希
望
者
に
よ
る
開
催
地
の
名
所
等
を
視

察
・
体
験
。

　
こ
の
様
に
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
同

じ
気
持
ち
や
悩
み
を
持
つ
方
た
ち
と
、
共
に

学
び
・
励
ま
し
合
い
、
未
来
の
子
ど
も
会
を

よ
り
輝
か
し
い
も
の
に
す
る
為
に
誓
い
合
い
、

更
な
る
発
展
に
活
か
し
て
行
き
ま
す
。

【
　
第
五
十
五
回
　
名
古
屋
大
会
　
】

　
来
年
度
の
大
会
は
令
和
四
年
十
一
月

二
十
六
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
会
開
催
成
功
に
向

け
て
、
市
子
連
理
事
・
指
導
者
・
育
成
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
活
動
・
運
営
状
況

を
分
析
し
、
今
後
の
子
ど
も
会
活
動
の
在
り

方
を
皆
さ
ん
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
大
会
開
催
実
行
委
員
会
に
積
極

的
な
参
加
と
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

第四十七回 大阪大会
開会式　鼓笛隊出演

三
日
間
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　
公
益
社
団
法
人
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
の

主
催
で
年
に
一
度
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
（
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
／
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
／
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
／
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
／
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
／
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
／
指
定
都
市
ブ
ロ
ッ

ク
）
を
順
番
に
会
場
と
し
て
、
三
日
間
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
会
議
・
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
約

七
百
人
も
の
子
ど
も
会
関
係
者
が
集
ま
り
ま

す
。

　
現
在
、
五
十
三
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
二
〇
年
に
第
五
十
四
回
大
会
を
北
海
道

札
幌
市
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
延
期
と
な
り
、
本
年
二
〇
二
一
年
十
一

月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
毎
回
、
開
催
趣
旨
で
あ
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

未
来
の
子
ど
も
会
の
あ
り
方
や
、
将
来
像
、

各
地
域
で
の
取
り
組
み
等
を
、講
演
や
分
科
会
・

情
報
交
換
会
を
通
じ
て
み
ん
な
で
学
び
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
元
に
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
持

ち
帰
り
、
活
動
に
活
か
し
、
共
有
し
て
子
ど
も

会
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
最
終
日
に
は
、
各
開
催
地
の
名
所
等
を
希

望
者
は
視
察
・
体
験
で
き
ま
す
。

全
国
子
ど
も
会
育
成

全
国
子
ど
も
会
育
成

中
央
会
議
・
研
究
大
会

中
央
会
議
・
研
究
大
会

っ
て
な
ぁ
～
に
？
？

っ
て
な
ぁ
～
に
？
？
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第
十
八
分
隊

　
西
淀
川
区

　
　
野
里
子
ど
も
会
鼓
笛
隊

第
二
十
一
分
隊

　
平
野
区

　
　
喜
連
西
連
合
こ
ど
も
会
鼓
笛
隊

　
市
子
連
鼓
笛
隊
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
一

月
に
結
成
さ
れ
、
来
年
で
結
成
六
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。

【 

鼓
笛
隊 
】

隊
長
　
向
井
　
祐
貴
子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
市
子
連
鼓
笛
隊
は
現
在
の
と
こ
ろ

活
動
が
昨
年
と
同
様
、
今
年
も
休
止
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
・
延
長
に
よ
り
、

各
分
隊
の
練
習
も
な
か
な
か
思
う
様
に
出
来

ず
、
今
は
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
最

優
先
の
観
点
か
ら
、
令
和
三
年
十
一
月
十
四

日
（
日
）
ク
レ
オ
大
阪
西
・
こ
ど
も
文
化
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、
鼓
笛
大
会
を
開
催
す
る

予
定
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
や
む
を
得
ず

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
大
変

心
が
痛
み
ま
す
。

　
不
安
な
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一

人
一
人
が
し
っ
か
り
と
予
防
に
取
り
組
ん
で
、

コ
ロ
ナ
に
は
絶
対
感
染
し
な
い
様
に
乗
り

切
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
暁
に
は
、
今
ま
で
の

様
に
楽
し
く
、
笑
顔
で
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
も
う
一
度
新
た
な
気
持
ち
で
一
丸
と
な
り

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
際
に
は
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

～ 

各
区
の
鼓
笛
隊 

～

第
一
分
隊

　
中
央
区
　
　

　
　
中
央
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊

第
二
分
隊

　
大
正
区

　
　
泉
尾
北
鼓
笛
バ
ン
ド

  ”ザ
・
グ
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
ル
ズ

“  

第
三
分
隊

　
生
野
区

　
　
小
路
鼓
笛
隊

第
四
分
隊

　
都
島
区

　
　
東
都
島
連
合
子
ど
も
会
鼓
笛
隊

第
五
分
隊

　
東
住
吉
区

　
　
北
田
辺
鼓
笛
隊

第
六
分
隊

　
住
吉
区

　
　
南
住
吉
三
丁
目
子
ど
も
会
鼓
笛
隊

第
十
分
隊

　
都
島
区

　
　
高
倉
連
合
こ
ど
も
会
鼓
笛
隊

第
十
一
分
隊

　
西
区

　
　
西
区
子
ど
も
会
連
合
協
議
会
鼓
笛
隊

第
十
七
分
隊

　
鶴
見
区

　
　
緑
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

市
子
連
な
～
に

市
子
連
な
～
に
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【 

文
化
部 

】

部
長
　
北
村
　
勝
康

　
毎
年
三
月
に
「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
祭
」

を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
で
第
三
十
九
回

と
な
り
ま
す
。

　
文
化
部
は
文
化
部
会
を
開
催
し
、「
大
阪

市
こ
ど
も
文
化
祭
」
の
運
営
に
つ
い
て
協
議

し
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
練
習
の
成
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
場
を
部
会
で
協
議
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
単
位
子
ど
も
会
で
も
文

化
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
各
区
の

文
化
部
長
を
通
じ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
祭
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
残
念
な
が

ら
二
年
間
開
催
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
は
開
催
で
き
る
と
信
じ
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
祭
」
は
、
各
区
の

代
表
で
選
ば
れ
た
子
ど
も
会
が
集
い
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ
る
文
化
祭

で
す
。

　
劇
・
ダ
ン
ス
・
ソ
ー
ラ
ン
・
ハ
ン
ド
ベ

ル
・
和
太
鼓
な
ど
演
目
は
様
々
で
す
が
、
そ

の
時
々
の
流
行
歌
や
映
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
構
成
や
演
出
で
毎
年
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
各
区
選
抜
の
子
ど
も
会
な
の
で
、
ど
の
子

ど
も
会
も
素
晴
ら
し
く
、
甲
乙
つ
け
が
た
い

演
技
・
演
奏
で
、
審
査
委
員
の
皆
さ
ん
は
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
祭
」
の
司
会
を
務

め
る
の
は
、
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協

議
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
シ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し

な
が
ら
の
司
会
は
素
晴
ら
し
く
、
幕
間
の
笑

い
を
交
え
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
場
つ
な

ぎ
の
ス
タ
ン
ツ
・
幕
裏
で
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
声
か
け
な
ど
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
文
化
祭
に

一
役
買
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
一
つ
の
演
目
に

向
け
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
発
表
会
を
迎
え

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
、
毎
年
開
催
す
る
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　
文
化
祭
は
、
演
目
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
曲
の
選
曲
・
シ
ナ
リ
オ
や
振
り
付
け

を
考
え
た
り
、
衣
装
や
小
物
を
揃
え
る
な
ど
、

指
導
者
や
保
護
者
の
方
々
の
ご
尽
力
が
無
け

れ
ば
叶
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
催
に
向
け
て
、

各
区
の
文
化
部
長
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
度
も
会
合
を
重
ね
て
「
大
阪
市
こ
ど
も
文

化
祭
」
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
出
演
す
る
子
ど
も
た
ち
と
指
導
者
・
保
護

者
の
方
々
・
リ
ー
ダ
ー
・
文
化
部
の
皆
さ
ん

で
作
る
「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
祭
」
を
こ
れ

か
ら
も
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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此
花
区

　
村
瀬

島
屋
子
供
会

　
ラ
ジ
オ
体
操

　
　
期
間
　
七
月
二
十
六
日
～
三
十
日

　
朝
、
家
を
出
る
と
き
に
検
温
し
て
、
熱
が

無
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
の
参
加
を
促
し

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
な
ん
と
八
十
人
程
の
人
数
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
に
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
え
る

機
会
も
な
か
な
か
無
い
中
で
、
短
期
間
の
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
姿
を
見
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

東
淀
川
区

広
報
部
長
　
神
崎

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
直
前
の
七

月
二
十
八
日
～
八
月
一
日
の
日
程
で
豊
新
二

町
会
に
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し
た
。

　
例
年
は
、
夏
休
み
開
始
の
翌
日
か
ら
始
め

て
一
週
間
か
ら
十
日
間
ほ
ど
で
開
催
し
ま
す

が
、
暑
さ
と
コ
ロ
ナ
対
策
か
ら
縮
小
し
て
の

開
催
で
し
た
。

　
昨
年
度
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
縮

小
し
て
も
今
年
は
や
っ
て
み
よ
う
と
動
い
て

み
ま
し
た
。

　
二
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
最
終
日
が
中

止
に
な
っ
た
場
合
は
、
参
加
賞
を
後
日
に
配

布
で
き
る
よ
う
に
、
参
加
者
の
方
に
は
お
名

前
や
住
所
を
役
員
に
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
雨
天
時
の
最
終
日
中
止
の
対
策
に
も
な
り
、

今
後
も
必
要
か
と
わ
か
っ
た
動
き
で
し
た
。

　
例
年
、
最
終
日
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催

場
所
で
あ
る
町
内
の
多
幸
公
園
を
愛
護
会
の

方
と
清
掃
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
に
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
残
っ
て
く
れ
て

清
掃
し
ま
し
た
。

　
普
段
あ
ま
り
関
わ
り
が
な
い
方
々
と
若
い

世
代
が
一
緒
に
活
動
で
き
る
貴
重
な
時
間
な

の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
開
催
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
対
策
と
し
ま
し
て
、
参
加
の
ス
タ
ン

プ
押
印
前
に
は
準
備
し
て
お
い
た
ア
ル
コ
ー

ル
で
消
毒
し
て
間
隔
を
開
け
て
列
を
作
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
参
加
賞
の
配
布
も
事
前
に
袋
に
ま
と
め
て

お
い
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
幼
児
と
小
学
生
以

上
と
離
し
て
ま
と
め
て
置
い
て
お
き
選
ば
ず

ス
ム
ー
ズ
に
取
っ
て
離
れ
る
。
の
動
き
を
徹

底
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
五
日
間
と
通
常
よ

り
は
短
か
っ
た
で
す
が
開
催
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

阿
倍
野
区

広
報
部
長
　
田
中

阿
倍
野
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

　
阿
倍
野
区
学
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
令
和
三
年
六
月
七
日(

日)

 

阿
倍
野
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
戒
下
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
全

滅
と
な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
一
年
ぶ
り

の
区
子
連
／
青
指
主
催
の
公
式
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　
参
加
は
晴
明
丘
・
阿
倍
野
・
阪
南
、
わ
ず

か
三
校
と
な
り
ま
し
た
が
い
ず
れ
も
フ
ァ
イ

ト
満
々
、
総
当
た
り
戦
で
す
。

　
お
日
様
は
厚
い
雲
に
隠
れ
て
怪
し
い
空
模

様
な
れ
ど
、
暑
さ
を
思
え
ば
ナ
イ
ス
か
も

…
…

み
ん
な
頑
張
れ
✊ 

‼

各
区
の
活
動
報
告

各
区
の
活
動
報
告
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編
集
後
記

　
今
回
の「
い
く
せ
い
九
十
五
号
」

の
作
成
に
当
た
り
、
広
報
部
と
し

て
何
が
で
き
る
か
、
大
変
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
通
常
の
紙
面
を
構
成
す
る
に
足

る
市
子
連
行
事
の
大
半
が
中
止
、

延
期
と
な
る
中
で
の
紙
面
構
成
と

な
り
ま
し
た
。

　
来
年
の
「
指
定
都
市
子
ど
も
会

育
成
研
究
協
議
会
」
の
大
阪
市
で

の
開
催
を
控
え
て
全
国
的
な
活
動

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
子
連
の
各
部
会
に

つ
い
て
も
紹
介
が
終
わ
り
ま
し
た
。

少
し
市
子
連
の
活
動
内
容
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
会
活
動
が
従
前
の

様
に
行
え
る
日
が
早
く
来
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。

天
王
寺
区

広
報
部
長
　
山
田

天
王
寺
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

　
　
令
和
三
年
七
月
二
十
五
日

天
王
寺
区
民
セ
ン
タ
ー

　
天
王
寺
区
で
は
、
毎
年
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が

大
切
な
講
習
会
で
す
の
で
感
染
症
対
策
を
実

施
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
講
習
は
「
里
親
制
度
」
と
「
Ｋ
Ｙ

Ｔ
」
の
二
つ
で
す
。

　「
里
親
制
度
」
で
は
、
制
度
に
つ
い
て
の

丁
寧
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
阪
市
の
里
親
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
為
の
活
動
、
制
度
や
様
々
な
環
境

の
な
か
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
の
現
況
な
ど

普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
に
触
れ
る

事
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も

広
く
周
知
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
し
た
。

　「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
班
ご
と
に
な
り
子
ど
も
た
ち
の
活
動
中

の
様
子
が
書
か
れ
た
シ
ー
ト
の
中
で
、
ど
こ

が
危
険
に
な
る
か
を
予
測
し
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　
今
後
色
々
な
活
動
パ
タ
ー
ン
を
想
像
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
怪
我
の
な
い
よ
う
に
活
動
で

き
る
よ
う
、
各
単
位
子
ど
も
会
に
持
ち
帰
り

改
め
て
考
え
た
い
内
容
で
し
た
。

　
今
年
度
の
大
阪
市
子
ど
も
会
の
理
事
会
が
、

五
月
・
六
月
・
九
月
と
書
面
決
議
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
大
切
な
年
次
総
会
も
書
面
決

議
と
な
り
、
各
区
理
事
の
十
分
な
意
見
吸
収

が
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
実
質
的
に
は
七
月
・
十
月
の
理
事
会
の
み

対
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
書
面
決
議
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、

五
月
定
例
理
事
会
で
の
承
認
に
よ
り
総
会
議

案
の
「
法
人
化
準
備
金
」
の
名
称
変
更
に
つ

い
て
、
と
九
月
理
事
会
で
の
、
例
年
開
催
し

て
い
た
十
月
の
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
日
の
延
期
の

決
定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　「
法
人
化
準
備
金
」
に
つ
い
て
は
目
的
の

あ
る
積
立
金
と
し
た
「
法
人
化
準
備
金
」
と

し
て
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
法
人
化
に
伴

う
経
費
増
等
を
勘
案
し
て
法
人
化
自
体
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
子
ど
も
会
の
会

員
数
の
減
少
に
伴
い
子
ど
も
会
予
算
も
目
減

り
し
て
い
る
中
で
、
来
年
度
に
指
定
都
市
大

会
の
開
催
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、名
称
を「
特

別
事
業
積
立
金
」
に
変
更
す
る
こ
と
で
資
金

面
で
の
多
角
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

変
更
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
日
程
変
更
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
の
緊
急
事
態
宣

言
下
に
お
い
て
、
各
区
、
各
単
位
子
ど
も
会

で
の
活
動
が
出
来
て
い
な
い
中
で
、
開
催
の

趣
旨
か
ら
し
て
、
参
加
で
き
る
チ
ー
ム
自
体

が
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
各
区
に

お
け
る
代
表
選
抜
大
会
の
開
催
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
市
子
連
と
し
て
大
会
の
延

期
を
検
討
す
べ
き
と
常
任
理
事
会
で
議
論
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
九
月
理
事
会
で
の
承
認
を

求
め
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
重
要
な
案
件
で
十
分
に
皆
さ
ん
の
意
見
吸

収
が
図
れ
な
か
っ
た
点
は
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
子
連
活
動
を
良
く
し
て
い
く

う
え
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言

緊
急
事
態
宣
言

　
に
よ
り
理
事
会
が

　
に
よ
り
理
事
会
が

書
面
決
議
に

書
面
決
議
に
‼‼


